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3 Setana Public Relations 

　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

　

町
民
の
皆
様
に
は
、
健
や
か
に

新
た
な
年
を
迎
え
ら
れ
た
こ
と
を

心
よ
り
お
慶
び
申
し
上
げ
る
と
共

に
、
今
年
は
ぜ
ひ
明
る
い
年
で
あ

り
ま
す
よ
う
願
う
も
の
で
す
。

　

顧
み
ま
す
と
昨
年
は
、
米
国
発

の
サ
ブ
プ
ラ
イ
ム
ロ
ー
ン
の
焦
げ

付
き
に
始
ま
り
、
株
価
低
迷
を
招

き
、
ま
た
、
原
油
、
穀
物
、
鉱
物

類
な
ど
の
輸
入
資
源
へ
の
依
存
度

が
高
い
我
国
は
、
物
資
高
騰
で
国

民
は
、
大
変
な
痛
手
を
被
り
、
更

に
有
害
物
質
に
よ
る
汚
染
野
菜
の

輸
入
、
偽
装
食
品
、
事
故
米
流
通

の
発
覚
等
々
国
内
外
と
も
社
会
経

済
情
勢
は
、
百
年
に
一
度
の
金
融

災
害
の
年
と
い
わ
れ
た
激
動
の
年

で
あ
り
ま
し
た
。

　

本
町
に
お
き
ま
し
て
も
、
長
引

く
経
済
不
況
に
よ
り
地
場
産
業
の

不
振
等
を
か
ぞ
え
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
そ
の
中
に
あ
っ
て
、
農
業

に
つ
い
て
は
、
天
候
に
恵
ま
れ
平

年
作
を
収
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
が
、
漁
業
に
お
き
ま
し
て
は
、

ス
ル
メ
イ
カ
及
び
サ
ケ
漁
が
昨
年

に
引
き
続
き
、
大
幅
な
不
漁
で
残

念
な
年
で
あ
り
ま
し
た
。
こ
う
し

た
中
で
、
町
民
皆
様
の
声
を
的
確

に
町
政
に
反
映
さ
せ
る
こ
と
が
私

ど
も
の
責
務
と
考
え
て
お
り
、
国

の
財
政
硬
直
化
と
相
ま
っ
て
、
本

町
も
厳
し
い
財
政
難
に
直
面
し
て

お
り
ま
す
が
、
環
境
衛
生
問
題
、

福
祉
対
策
等
々
、
克
服
す
べ
き
課

題
が
山
積
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら

は
町
民
皆
さ
ん
の
ご
協
力
の
も

と
、
勇
気
を
も
っ
て
一
つ
ひ
と
つ

解
決
策
を
講
じ
、
せ
た
な
町
の
進

展
を
図
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
昨
年
議
会
内
に
お
き
ま

し
て
、
二
度
の
議
長
辞
任
問
題
が

生
じ
ま
し
た
こ
と
に
つ
い
て
、
多

く
の
町
民
の
皆
様
か
ら
強
く
叱
責

さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
に
つ
い

て
は
、
率
直
に
反
省
し
、
真
に
議

会
が
町
民
の
意
思
決
定
機
関
と
し

て
機
能
を
遺
憾
な
く
発
揮
で
き
る

よ
う
今
一
度
襟
を
正
さ
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
私
達
は
、
過
疎
地

と
い
う
卑
屈
な
観
念
を
捨
て
、
小

さ
い
な
り
の
住
み
良
い
町
づ
く
り

に
皆
様
の
お
力
を
頂
き
な
が
ら
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
の
で
、
せ

た
な
町
議
会
に
対
し
、
更
な
る
ご

理
解
と
ご
指
導
を
賜
り
ま
す
よ
う

お
願
い
し
て
止
み
ま
せ
ん
。

　

新
年
を
迎
え
、
町
民
皆
様
が
実

り
多
い
年
で
あ
り
ま
す
よ
う
お
祈

り
申
し
上
げ
、
年
頭
の
ご
挨
拶
と

い
た
し
ま
す
。

　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
謹
ん
で
新
春
の
お

慶
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

皆
様
に
は
日
ご
ろ
よ
り
、
本
町

教
育
の
振
興
に
多
大
な
ご
支
援
、

ご
理
解
を
賜
り
、
感
謝
と
お
礼
を

申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
を
顧
み
ま
す
と
教
育
を
め

ぐ
る
情
勢
で
は
、
新
教
育
基
本
法

に
基
づ
き
政
府
と
し
て
初
め
て

「
教
育
振
興
基
本
計
画
」
が
策
定

さ
れ
、
知
識
基
盤
社
会
の
進
展
や

国
内
外
の
競
争
激
化
の
中
、
社
会

全
体
で
「
教
育
立
国
」
の
実
現
の

た
め
、
今
後　

年
間
を
通
じ
て
目

10

指
す
教
育
の
姿
が
明
示
さ
れ
ま
し

た
。

　

ま
た
、
こ
れ
ま
で
の
「
ゆ
と
り
」

か
「
詰
め
込
み
」
か
で
は
な
く
、

基
礎
的
な
知
識
・
技
能
の
習
得
と

思
考
力
・
判
断
力
・
表
現
力
を
育

成
す
る
た
め
、
授
業
時
間
を
増
加

し
、
教
育
内
容
の
改
善
を
図
り
、

子
ど
も
た
ち
の
「
生
き
る
力
」
を

よ
り
一
層
育
む
こ
と
を
目
指
し
た

「
新
学
習
指
導
要
領
」
の
本
年
度

か
ら
の
先
行
実
施
な
ど
目
ま
ぐ
る

し
く
変
動
し
て
い
ま
す
。

　

本
町
の
教
育
に
つ
い
て
は
、
ふ

る
さ
と
の
未
来
を
創
る
新
し
い
せ

た
な
の
教
育
を
目
指
し
、
学
校
教

育
で
は
、
児
童
・
生
徒
の
豊
か
な

心
と
た
く
ま
し
く
生
き
る
力
の
育

成
を
重
点
目
標
と
し
、
各
学
校
に

お
い
て
創
意
と
工
夫
を
こ
ら
し
た

特
色
あ
る
教
育
活
動
を
展
開
し
、

子
ど
も
た
ち
が
安
心
し
て
、
楽
し

く
学
び
合
い
、
充
実
し
た
生
活
を

送
る
こ
と
が
で
き
る
学
校
づ
く
り

を
要
請
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

教
育
基
本
法
の
改
正
を
受
け
、

文
部
科
学
省
新
規
事
業
で
あ
る

「
学
校
支
援
地
域
本
部
事
業
」（
趣

旨
／
様
々
な
教
育
活
動
を
通
し
て

地
域
全
体
で
学
校
を
支
え
る
）
が

本
町
に
も
委
託
さ
れ
昨
年
度
末
に

組
織
を
立
ち
上
げ
、
本
格
的
に
始

動
す
る
こ
と
と
な
り
、
今
後
は
学

校
等
関
係
機
関
は
じ
め
多
く
の

方
々
の
ご
理
解
、
ご
協
力
を
頂
き

な
が
ら
進
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で

宜
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

ま
た
、
い
じ
め
・
不
登
校
等
の

問
題
も
後
を
絶
た
な
い
状
況
に
あ

る
こ
と
か
ら
、
各
学
校
に
お
い
て

防
止
、
啓
発
の
多
様
な
取
り
組
み

を
強
化
す
る
と
共
に
関
連
し
た
対

策
会
議
、
研
修
事
業
等
の
開
催
や

情
報
交
換
を
密
に
し
対
応
し
て
ま

い
り
ま
す
。

　

施
設
整
備
に
つ
き
ま
し
て
は
、

北
檜
山
小
学
校
体
育
館
新
築
工
事

も
進
み
、
来
る
2
月
に
完
成
と
な

り
、
更
に
本
年
度
は
グ
ラ
ン
ド
の

造
成
工
事
が
成
さ
れ
、
来
年
度
以

降
、
外
構
工
事
に
着
手
し
ま
す
。

そ
の
他
、
教
育
条
件
整
備
に
つ
き

ま
し
て
は
、
学
校
、
保
護
者
、
関

係
機
関
と
の
連
携
に
努
め
な
が
ら

進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

社
会
教
育
の
分
野
に
お
い
て

は
、
昨
年
度
、
多
く
の
方
々
の
ご

協
力
を
頂
い
た
「
生
涯
学
習
に
関

す
る
意
識
調
査
」
結
果
を
ま
と

め
、
広
く
皆
様
に
周
知
す
る
と
共

に
長
期
推
進
計
画
策
定
に
資
し
て

ま
い
り
ま
す
。
各
種
社
会
教
育
関

連
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
事
業

内
容
を
再
度
見
直
し
、
限
ら
れ
た

予
算
の
中
で
、
よ
り
一
層
の
事
業

効
果
を
挙
げ
る
べ
く
鋭
意
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。

　

町
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、
旧
来
に
増
し
ま
す
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す

と
共
に
、
皆
々
様
の
ご
多
幸
と
ご

発
展
を
心
よ
り
お
祈
り
し
、
年
頭

の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ

　
　
　
　

せ
た
な
町
議
会
議
長　

桜
井　

明
雄

新
年
に
あ
た
り

　
　
　
　
　

せ
た
な
町
教
育
長　

久  
保     
一

新年のごあいさつ



２３年度
（予定）

２２年度
（予定）

２１年度
（予定）

２０年度
（予算）

１９年度
（決算）

１８年度
（決算）

217,400206,400206,400198,480199,178162,680繰出金（交付税含む）

69,96259,91249,54040,73540,5592,168上記のうち町一般財源分

■町一般会計からの繰出金の推移 単位：千円

せたな町立国保病院改革プランの概要

　

総
務
省
か
ら
病
院
経
営
改
善
に
向

け
全
国
の
公
的
病
院
に
改
革
プ
ラ
ン

の
策
定
を
求
め
ら
れ
て
お
り
ま
し
た

が
、
こ
の
度
、
せ
た
な
町
医
療
等
対

策
審
議
会
の
助
言
を
得
な
が
ら
策
定

し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
繋
計
画
期
間

　

平
成　

年
度
か
ら
平
成　

年
度

20

23

罫
公
立
病
院
と
し
て
今
後
果
た

す
べ
き
役
割

　

合
併
後
、
町
内
唯
一
の
救
急
告
示

病
院
と
し
て
救
急
医
療
体
制
を
確
保

す
る
と
と
も
に
、
外
科
整
形
系
疾
患

や
維
持
期
の
脳
疾
患
患
者
な
ど
の
慢

性
期
医
療
及
び
末
期
癌
患
者
等
の
終

末
期
医
療
へ
の
対
応
と
、
さ
ら
に
在

宅
医
療
を
展
開
し
ま
す
。

茎
町
一
般
会
計
か
ら
の
繰
出
基

準①
地
方
交
付
税
で
措
置
さ
れ
て
い
る

　

不
採
算
地
区
病
院
の
運
営
費
や
救

　

急
医
療
確
保
に
要
す
る
経
費
分
は

　

全
額
繰
出
し
を
行
う
。

②
施
設
整
備
や
医
療
器
具
購
入
な
ど

　

の
資
本
事
業
に
お
い
て
国
の
補
助

　

金
や
企
業
債
等
を
充
当
し
て
も
不

　

足
す
る
額
及
び
企
業
努
力
を
し
て

　

も
な
お
欠
損
金
が
生
じ
た
場
合
は

　

町
財
政
の
可
能
な
範
囲
に
お
い
て

　

負
担
す
る
。

荊
経
営
効
率
化
に
係
る
計
画

①
内
科
医
師
を
増
員
し
医
業
収
入
の

　

増
加
と
病
床
利
用
率
の
向
上
を
図

　

る
。

②
経
常
収
支
比
率
を
平
成　

年
度
に

22

　

は
1
0
0
％
以
上
を
目
指
す
。

③
地
域
連
携
室
を
設
置
し
、
ソ
ー　

　

シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
を
配
置
す
る
。

④
理
学
・
作
業
療
法
士
の
増
員
。

⑤
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
体
制

　

強
化
。

⑥
ク
リ
ニ
カ
ル
パ
ス
（
入
院
診
療
計

　

画
書
）
の
導
入
。

⑦
院
外
処
方
（
医
薬
分
業
）
と
医
薬

　

品
等
共
同
購
入
の
実
施
。

⑧
救
急
搬
送
（
積
極
的
）
の
受
入
れ

　

と
救
急
隊
と
の
連
携
強
化
。

⑨
歯
科
部
門
の
抜
本
的
見
直
し
（
民

　

間
委
託
な
ど
）

⑩
入
院
患
者
の
家
族
・
見
舞
い
等
の

　

待
合
（
談
話
）
所
の
設
置
。

⑪
入
院
・
外
来
患
者
の
満
足
度
調
査

　

の
実
施
。

⑫
患
者
の
声
「
ご
意
見
箱
」
の
充
実
。

⑬
病
院
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
充
実
。

⑭
医
療
ス
タ
ッ
フ
等
の
院
内
研
修
の

　

充
実
。　

蛍
再
編
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
に
係

る
計
画

　
 
当
院
は
、
北
渡
島
檜
山
圏
域
内
の

中
核
的
医
療
機
関
で
あ
る
八
雲
総
合

↑障害者専用駐車場（2台分） ↑せたな町立国保病院外観
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せたな町立国保病院に待望のエレベータが完成しました。
障害者専用駐車場から直結した、救急玄関には、カーポ
ートも整備。屋根を設置したほか、バリアフリーで自動
ドアになりました。

病
院
を
中
心
に
近
隣
病
院
や
町
内
民

間
医
療
機
関
と
連
携
し
、
あ
く
ま
で

も
一
次
医
療
を
堅
持
し
ま
す
。

計
経
営
形
態
の
見
直
し
計
画

　

平
成　

年
度
末
に
病
床
利
用
率
が

22

　

％
に
達
し
な
い
場
合
は
、
ベ
ッ
ド

70数
削
減
な
ど
経
営
縮
小
を
検
討
し
ま

す
。

詣
点
検
・
評
価

　

プ
ラ
ン
の
実
施
状
況
を
年
1
回
点

検
・
評
価
し
公
表
し
ま
す
。

※
せ
た
な
町
立
国
保
病
院
改
革
プ

ラ
ン
の
全
文
は
、
せ
た
な
町
公
式

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w
w
.tow
n.setana.lg.jp/

ま
た
は
、
せ
た
な
町
立
国
保
病
院
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ

http://w
w
w
3.ocn.ne.jp/~setakoku/

で
ご
覧
頂
け
ま
す
。

↑エレベータ室内 ↑歩行器でエレベータを利用するようす ↑救急玄関には屋根を設置

飲み薬による治療を行います。

大成診療所では、
１月から

禁煙外来を開設します

２３年度
（予定）

２２年度
（予定）

２１年度
（予定）

２０年度
（予定）

１９年度
（実績）

１８年度
（実績）

979797999999病床数（床）　※

72.1672.1665.9851.4544.9148.94病床利用率（％）

25,55025,55023,36018,59316,27417,686入院患者数（人）

31,47631,47629,08528,91227,33927,326外来患者数（人）

190180170160156115救急車による患者数（人）

70.070.061.350.844.548.51日平均入院患者数（人）

129.0129.0119.2118.5112.0112.01日平均外来患者数（人）

105.6102.4100.8100.195.492.8経常収支比率（％）

86.584.583.082.877.678.5医業収支比率（％）

59.962.063.163.367.765.6職員給与比率（％）

■病床数・患者数等の推移（歯科を除く）
※病床数については、エレベーター設置
により21年度から２減となります。

◎若松老人クラブ、若松老人クラブ女性部、社会福祉
協議会の皆様古布等ご寄付ありがとうございました。
◎国保病院では、タオル、布など家庭で不要になった

ものを受け付けております。
■問い合わせ先
　せたな町立国保病院　殺0137-84-5321

5 Setana Public Relations 
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入札結果のお知らせ

　入札の結果については、１３０万円を超える建設工事及び５０万円を超える調査、測量、
設計等の委託業務について公表をしています。なお、入札執行の状況は財政課経理
入札係で閲覧しています。金額は全て消費税込みの金額です。

（平成２０年１１月まで）

入札月日完了(予定)日落札率(%)請負金額請負業者工事（業務）名

H20.10.20H21.1.3093.3 11,182,500 ㈱三和建設北檜山小学校校舎外構工事

H20.10.20H20.11.3096.0 1,995,000 ㈲菊地工業救急玄関屋外駐車ポート整備工事

H20.10.20H20.12.2091.1 5,460,000 ㈱橘建設瀬棚簡易水道配水管布設工事

H20.11.17H21.1.1690.9 2,940,000 ㈲マーク観光案内板整備工事

H20.11.17H21.1.2287.0 2,100,000 ㈱日水コン北海道支所管渠設計調査業務

入札月日完了(予定)日落札率(%)請負金額請負業者工事（業務）名

＜瀬棚総合支所発注分＞

H20.10.13H20.12.1492.1 1,470,000 ㈲会津や工務店瀬棚総合福祉センターやすらぎ館中庭屋根ひさし改修工事

本庁発注分

総合支所発注分

（単位：円）
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　ご不明な点がありましたら、お気軽にご相談ください。

ご存知ですか？児童扶養手当・特別児童扶養手当制度

特別児童扶養手当児童扶養手当

　知的障害または身体障害の状態等（政令
で定める程度以上）にある20歳未満の児童
について、児童の福祉の増進を図ることを
目的として、手当を支給する制度です。 

　父母の離婚等により、父親と生計を同じ
くしていない児童を養育している母子家庭
等の生活の安定と自立を助け、児童の福祉
の増進を図ることを目的として支給される
手当です。

内　　容

　障害児の父若しくは母が障害児を監護す
るとき、又は父母以外の者が障害児を養育
するときに、その父若しくは母または養育
者に支給されます。（障害児童）が２０歳に達
する日の属する月末まで支給）
　ただし、児童福祉施設等に入所している
児童、障害を理由として公的年金を受けと
ることができるときは、対象となりません。

●父と生計を同じくしていない児童を監護
する母
　（例）離婚をして児童を養育している女性
の方
●父と生計を同じくせずかつ母が監護しな
い児童を監護する養育者
　（例）両親に死別して児童を養育する祖父
母の方、未婚の母の方などに支給されます。
　（児童が18歳に達する日の属する年度ま
で支給）

支給対象

　児 童1人 当 た り 「50,750円」ま た は
「33,800円」（障害の程度により異なりま
す。）

●児童１人の場合
　全部支給・・・・・41,720円（月額）
　一部支給・41,710〜９,850円（月額）
　（支給対象者の所得により減額）
●児童2人以上の加算額
　2人目・・・・・・5,000円（月額）
　3人目以降・・・・3,000円（月額）

支給額（月額）

　原則　毎年４月、８月、１１月にそれぞれ
の前月分までが支払われます。

　原則　毎年４月、8月、１２月にそれぞれの
前月分までが支払われます。支払時期

　支給を受けようとする方は役場に申請書
類を提出し、北海道から受給資格と手当の
額の認定を受けます。

　支給を受けようとする方は役場に申請書
類を提出し、北海道から受給資格と手当の
額の認定を受けます。

支給を受ける
には？

　■問い合わせ先／・本庁町民児童課 児童福祉係 殺0137-84-5111
　・瀬棚保育所 事務係  殺0137-87-3164／・大成総合支所 町民福祉課 戸籍年金係 殺01398-4-5511

平成21・22年度競争入札参加資格審査申請について

　平成２１年度及び平成２２年度において、せたな町が発
注する工事又は製造の請負、物件の買入れ、役務の提
供（業務委託）その他の契約に係る一般競争入札又は
指名競争入札に参加しようとする方は次のとおり申請
書を提出してください。

●申請時期

　平成２１年１月１９日(月)から２月１８日(水)

●申請書類及び提出先

　市町村様式により、財政課経理入札係まで提

出してください。北海道様式を準用しても差し

支えありません。今年度より資本関係・人的関係

調書を提出してください。町内業者のみ納税に

関する調査同意書（代表者及び受任者）を提出し

てください。（様式はホームページよりダウン

ロードしてください。）

　※町の納税証明書は「せたな町競争入札参加資

格審査申請用」を税務課もしくは各総合支所総務

税務課で交付してもらい添付してください。

●受付場所

　　せたな町役場財政課経理入札係

■問い合わせ先

・本庁財政課経理入札係　殺0137-84-5111

※せたな町公式ホームページ

　http://www.town.setana.lg.jp/
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コ
リ
ド
ー
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流
情
報

コ
リ
ド
ー
ル
交
流
情
報
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と
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〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜
ち
〜

長
万
部
町                                      

長
万
部
町
ポ
イ
ン
ト
ガ
イ
ド

町
民
セ
ン
タ
ー
郷
土
資
料
館

長
万
部
町
民
セ
ン
タ
ー
の
郷
土
資
料
館
で
は
、
寛

文
9
年
（
1
6
6
9
年
）
の
シ
ャ
ク
シ
ャ
イ
ン
の

乱
か
ら
、
昭
和　

年
の
開
基
1
1
0
年
ま
で
の
先

58

人
の
苦
労
と
発
展
の
歴
史
を
展
示
し
て
い
ま
す
。

●
場
所
／
高
砂
町
（
セ
ン
タ
ー
通
り
）
●
時
間
／

午
前　

時
〜
午
後
6
時
●
休
館
日
／
毎
週
月
曜
日

10

と
年
末
年
始
●
問
い
合
わ
せ
先
／
長
万
部
町
教
育

委
員
会 
殺
0
1
3
7
7
・
2
・
2
7
4
8

八
雲
町                                         

３
つ
の
コ
ー
ス
で
楽
し
め
る
錘

八
雲
町
営
ス
キ
ー
場

八
雲
町
営
ス
キ
ー
場
は
、
ス
キ
ー
の
上
級
者
か
ら

初
心
者
ま
で
楽
し
め
る
３
つ
の
コ
ー
ス
が
あ
り
、

２
人
乗
り
リ
フ
ト
や
休
憩
施
設
も
完
備
さ
れ
、
ス

キ
ー
ヤ
ー
、
ス
ノ
ー
ボ
ー
ダ
ー
な
ど
幅
広
く
多
く

の
方
々
が
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。
●
リ
フ
ト

１
回
券
／
大
人
1
2
0
円
、
中
学
生
以
下
7
0
円

●
リ
フ
ト
１
日
券
／
同
1
、8
0
0
円
、
1
、0
0

0
円
●
場
所
／
八
雲
町
春
日
（
旧
ス
キ
ー
場
東
側

隣
接
地
）
●
問
い
合
わ
せ
先
／
八
雲
町
総
合
体
育

館 
殺
0
1
3
7
・
6
2
・
2
1
4
1

八
雲
町
熊
石
地
域                            

試
し
て
み
て
外
熊
石
海
洋
深
層
水

海
洋
深
層
水
は
、
熊
石
漁
港
内
の
熊
石
海
洋
深
層

水
総
合
交
流
施
設
で
分
水
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、

お
試
し
く
だ
さ
い
。
●
町
外
利
用
者
／
小
口
分
水

一
般
用
（
2
0
㍑
）
１
０
０
円
／
業
務
用
（
１
弱
）

６
０
０
円
／ 
大
口
分
水
一
般
用
（
１
弱
）
６
０
０

円
／
業
務
用
（
１
弱
）
６
０
０
円
●
問
い
合
わ
せ

先
／
熊
石
海
洋
深
層
水
総
合
交
流
施
設 
殺
0
1
3

9
8
・
2
・
2
3
0
0

今
金
町                                         

〜
大
好
評
発
売
中
〜

今
金
（
純
米
吟
醸
酒
）・

万
太
郎
（
特
別
本
醸
造
酒
）

米
処
、
今
金
生
ま
れ
の
酒
造
好
適
米
「
吟
風
」
を

精
米
歩
合　

％
ま
で
研
磨
し
、「
後
志
利
別
川
」
の

５５

伏
流
水
を
仕
込
み
水
と
し
て
使
用
。
蔵
元
は
倶
知

health

「
の
ど
つ
ま
り
」
に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
！

釜
保
健
師
か
ら
の
健
康
ア
ド
バ
イ
ス

〜
し
っ
か
り
噛
ん
で
ゆ
っ
く
り
飲
み
込
む
よ
う
に
〜

今月の担当

北檜山区

若杉 太朗です

姿
食
事
を
し
て
い
て
、
の
ど
に

つ
ま
っ
た
こ
と
は
な
い
で
す

か
？

　

皆
さ
ん
、
お
食
事
を
し
て
い
て
食

べ
物
が
の
ど
に
詰
ま
っ
て
呼
吸
が
出

来
な
く
な
っ
た
事
が
あ
り
ま
せ
ん

か
？
の
ど
つ
ま
り
（
＝
誤
嚥
）
は
呼

吸
が
出
来
な
く
な
っ
て
、
生
命
の
危

険
も
あ
る
も
の
な
の
で
す
。
の
ど
つ

ま
り
は
、
文
字
通
り
の
ど
に
何
か
が

詰
ま
っ
て
起
こ
る
も
の
で
す
が
、
の

ど
と
い
っ
て
も
食
べ
物
が
通
る
食
道

と
、
呼
吸
の
空
気
が
通
る
気
道
が
あ

り
ま
す
。
今
回
は
、
気
道
が
つ
ま
っ

て
呼
吸
が
出
来
な
く
な
る
（
窒
息
）

に
つ
い
て
お
話
し
ま
す
。

　

全
国
で
の
ど
つ
ま
り
（
食
物
の
誤

嚥
）
で
死
亡
し
た
方
は
こ
こ
数
年
で

は
年
間
4
千
人
以
上
も
い
ま
す
。
特

に
お
年
寄
り
と
お
子
さ
ん
が
多
い
の

で
す
が
、
意
外
と
そ
れ
以
外
の
若
い

年
代
の
方
も
の
ど
つ
ま
り
が
原
因
で

亡
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
、
の
ど
に
つ
ま
り
や
す

い
お
餅
な
ど
を
食
べ
る
機
会
が
多
く

な
っ
て
き
ま
す
。
皆
さ
ん
も
気
を
つ

け
ま
し
ょ
う
！

姿
な
ぜ
、
の
ど
つ
ま
り
が
起
き

る
の
か

　

物
を
食
べ
る
と
噛
ん
で
、
ご
っ
く

ん
と
飲
み
込
ん
で
、
食
べ
物
は
食
道

を
通
っ
て
胃
へ
向
い
ま
す
が
、
そ
の

間
に
、
の
ど
の
中
で
は
無
意
識
に
い

ろ
い
ろ
な
動
き
を
し
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
の
ど
つ
ま
り
の
と
き
は

物
を
飲
み
込
む
と
き
に
一
連
の
動
き

が
う
ま
く
働
か
ず
、
間
違
っ
て
食
べ

物
が
気
道
に
入
っ
て
肺
へ
向
っ
て
し

ま
う
の
で
す
。
脳
卒
中
な
ど
の
病
気

に
な
っ
た
方
は
、
飲
み
込
む
動
き
が

う
ま
く
働
か
ず
、
の
ど
つ
ま
り
を
起

こ
し
や
す
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

姿
の
ど
つ
ま
り
を
起
こ
し
や
す

い
食
べ
物
・
食
べ
方

繋
の
ど
つ
ま
り
を
起
こ
し
や
す
い
食

べ
物
に
つ
い
て

○
ぱ
さ
ぱ
さ
し
て
い
る
も
の

　

口
の
中
の
水
分
が
少
な
く
な
っ

て
、
の
ど
に
く
っ
つ
い
て
し
ま
い
ま

す
。（
パ
ン
、
ゆ
で
た
ま
ご
、
カ
ス
テ

ラ
、
ク
ッ
キ
ー
、
ビ
ス
ケ
ッ
ト
、
の
り

な
ど
）

○
ベ
タ
ベ
タ
し
て
い
る
も
の

　

噛
ん
で
も
の
ど
に
く
っ
つ
き
や
す

い
も
の
で
す
。（
お
餅
、
だ
ん
ご
）

○
固
く
て
ま
と
ま
り
に
く
い
も
の

 
口
の
中
で
ま
と
ま
ら
な
い
た
め
、
誤

嚥
し
や
す
く
な
り
ま
す
。（
こ
ん

に
ゃ
く
、
た
こ
、
い
か
、
肉
、
ご
ぼ

う
、
た
け
の
こ
、
あ
め
玉
な
ど
）
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安
町
の
「
二
世
古
酒
造
」
で
熟
練
の
杜
氏
の
技
に

よ
り
、
最
上
級
の
酵
母
で
寒
中
ゆ
っ
く
り
醸
造
し

た
こ
だ
わ
り
の
一
品
で
す
。
●
純
米
吟
醸
酒 
今
金

／
7
2
0
朱 
1
、6
5
0
円
、　

狩 
2
、
6
5
0
円

1.8

●
特
別
本
醸
造
酒 
万
太
郎
／
7
2
0
朱 
1
、3
5

0
円
、　

狩
2
、3
5
0
円
●
特
別
本
醸
造
酒 
今

1.8

金
彗
星　

度
／
7
2
0
朱 
1
、3
4
2
円
、　

狩 

１６

1.8

2
、3
1
1
円
●
販
売
先
／
今
金
町
内
の
各
酒
販

店
●
問
い
合
わ
せ
先
／
今
金
地
酒
の
会
（
今
金
観

光
協
会
内
） 

殺
0
1
3
7
・
8
2
・
3
5
6
1

せ
た
な
町
北
檜
山
区                  　
   

第　

回
昭
和
新
山
国
際
雪
合
戦 
渡
島
檜
山
予
選

21
会
／
北
海
道
雪
合
戦
連
盟
選
手
権
大
会　

予
選
会

　

せ
た
な
Ｃ
Ｕ
Ｐ
雪
合
戦
大
会

2009雪
合
戦
の
世
界
一
を
決
定
す
る
聖
地
偐
昭
和
新
山
做

へ
の
切
符
を
か
け
雪
球
に
か
け
る
熱
い
ド
ラ
マ
が

今
年
も
始
ま
り
ま
す
！
た
く
さ
ん
の
ご
参
加
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
今
大
会
か
ら
北
海
道
選

手
権
大
会
の
予
選
会
を
兼
ね
て
い
ま
す
。
●
と
き

／
2
月
1
日
（
日
）
●
と
こ
ろ
／
温
泉
ホ
テ
ル
き

た
ひ
や
ま
前
特
設
会
場
●
参
加
申
込
締
切
／
1
月

　

日
（
金
）
ま
で
●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

23／
せ
た
な
Ｃ
Ｕ
Ｐ
雪
合
戦
大
会
実
行
委
員
会
事
務

局
（
せ
た
な
町
役
場
内
） 

殺
0
1
3
7
・
8
4
・

5
1
1
1

せ
た
な
町
瀬
棚
区                            

公
営
温
泉
浴
場
「
や
す
ら
ぎ
館
」

弱
ア
ル
カ
リ
性
温
泉
で
、
冷
え
性
、
神
経
痛
、
火
傷

な
ど
に
効
き
目
が
あ
り
ま
す
。
美
肌
効
果
が
あ
る

成
分
も
含
ま
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。
●
場
所
／
瀬

棚
区
本
町
（
旧
国
鉄
瀬
棚
駅
跡
地
）
●
営
業
時
間

／
午
前　

時
か
ら
午
後
９
時
ま
で
※
毎
月
第
１
・

１０

３
月
曜
日
定
休
●
入
浴
料
／
大
人
３
５
０
円
、
中

人
１
４
０
円
、
小
人
７
０
円
●
問
い
合
わ
せ
先
／

や
す
ら
ぎ
館 
殺
0
1
3
7
・
8
7
・
3
8
4
1

せ
た
な
町
大
成
区                            

『
国
民
温
泉
保
養
セ
ン
タ
ー
』

広
大
な
貝
取
澗
渓
谷
の
保
養
温
泉
地
に
位
置
す
る

身
も
心
も
あ
っ
た
か
に
な
る
温
泉
。
お
風
呂
か
ら

眺
め
ら
れ
る
四
季
折
々
の
景
色
、
周
辺
に
は
遊
歩

道
や
公
園
も
あ
り
、
大
成
の
大
自
然
を
満
喫
で
き

ま
す
。
●
場
所
／
せ
た
な
町
大
成
区
貝
取
澗
●
入

浴
料
／
大
人
3
6
0
円
、
小
人
1
0
0
円
●
問
い

合
わ
せ
先
／
国
民
温
泉
保
養
セ
ン
タ
ー 
殺
0
1
3

9
8
・
4
・
6
3
2
7

○
さ
ら
さ
ら
の
液
体

　

粘
り
気
の
な
い
も
の
は
、
の
ど
が

の
み
こ
む
動
き
を
す
る
前
に
気
道
に

入
っ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

（
水
、
ジ
ュ
ー
ス
、
お
茶
な
ど
）

○
長
く
て
固
い
食
べ
物

　

噛
む
の
が
不
十
分
だ
と
、
の
ど
に

詰
ま
り
や
す
く
な
り
ま
す
。（
野
菜

ス
テ
ィ
ッ
ク
、
ソ
ー
セ
ー
ジ
な
ど
）

○
特
に
赤
ち
ゃ
ん
や
幼
児
で
は

　

お
子
さ
ん
で
は
小
さ
く
固
い
も

の
、
あ
め
玉
や
ピ
ー
ナ
ツ
や
ア
ー
モ

ン
ド
と
い
っ
た
豆
類
が
誤
嚥
の
原
因

に
な
り
や
す
く
、
ま
た
、
気
管
に
入

る
と
水
分
を
吸
収
し
て
ふ
く
ら
み
、

ふ
さ
い
で
し
ま
う
な
ど
危
険
で
す
。

罫
の
ど
つ
ま
り
を
し
や
す
い
食
べ
方

に
つ
い
て

○
急
い
で
食
べ
る

　

時
間
が
無
い
と
き
な
ど
、
あ
せ
っ

て
食
べ
る
と
飲
み
込
む
動
作
が
う
ま

く
い
か
ず
、
の
ど
つ
ま
り
の
原
因
に

な
り
ま
す
。

○
一
気
食
い

　

食
物
を
一
気
に
食
べ
よ
う
と
す
る

と
、
口
の
中
で
食
物
が
ま
と
ま
ら
な

か
っ
た
り
、
大
き
な
ま
ま
の
ど
に
行

き
、
つ
ま
る
原
因
に
な
り
ま
す
。

○
か
ま
ず
に
飲
み
込
む

　

固
い
食
物
を
か
ま
ず
に
丸
飲
み
し

よ
う
と
す
る
と
、
飲
み
込
む
途
中
で

食
物
が
止
ま
っ
て
し
ま
い
、
の
ど
つ

ま
り
の
原
因
に
な
り
ま
す
。

姿
の
ど
つ
ま
り
を
予
防
し
よ

う
！

　

で
は
、
の
ど
つ
ま
り
に
な
ら
な
い

た
め
に
は
ど
の
よ
う
に
す
る
と
よ
い

で
し
ょ
う
。

○
ゆ
っ
く
り
食
べ
る

　

の
ど
つ
ま
り
し
や
す
い
固
い
物
な

ど
を
食
べ
る
と
き
は
、
し
っ
か
り
と

噛
ん
で
ゆ
っ
く
り
飲
み
込
む
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。

○
食
べ
や
す
い
大
き
さ
に
す
る

　

大
き
い
食
べ
物
は
の
ど
つ
ま
り
の

原
因
に
な
り
ま
す
。
出
来
る
だ
け
食

べ
や
す
い
大
き
さ
に
し
ま
し
ょ
う
。

○
誰
か
と
一
緒
に
食
べ
る

　

一
人
で
食
事
を
す
る
と
、
万
が
一

の
ど
つ
ま
り
を
起
こ
し
て
も
対
処
で

き
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
特
に
お

年
寄
り
や
お
子
さ
ん
は
出
来
る
だ
け

誰
か
と
一
緒
に
食
べ
ま
し
ょ
う
。

○
特
に
赤
ち
ゃ
ん
や
幼
児
で
は

　

赤
ち
ゃ
ん
は
な
ん
で
も
口
に
入
れ

て
し
ま
う
の
で
、
床
や
テ
ー
ブ
ル
な

ど
に
小
さ
い
も
の
を
置
か
な
い
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
遊
び
な
が

ら
食
べ
る
よ
う
な
習
慣
を
つ
け
な
い

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

姿
の
ど
つ
ま
り
を
起
こ
し
た
ら

　

〜
応
急
処
置
〜

○
せ
き
を
さ
せ
る

　

せ
き
を
さ
せ
て
、
詰
ま
っ
た
も
の

を
出
さ
せ
ま
す
。

○
背
中
を
た
た
く

　

頭
を
な
る
べ
く
低
く
さ
せ
て
、
肩

の
骨
の
間
を
続
け
て
叩
き
、
咳
を
さ

せ
る
よ
う
に
し
て
つ
ま
っ
た
も
の
を

出
さ
せ
ま
す
。　
　

○
ハ
イ
ム
リ
ッ
ク
法
（
乳
児
に
は
行

い
ま
せ
ん
）

　

の
ど
つ
ま
り
を
起
こ
し
た
人
の
背

中
か
ら
手
を
回
し
、
へ
そ
の
上
に
手

を
当
て
、
握
り
こ
ぶ
し
を
作
り
ま
す
。

握
り
こ
ぶ
し
を
お
な
か
の
上
の
ほ
う

に
圧
迫
す
る
よ
う
に
す
ば
や
く
突
き

上
げ
ま
す
。

○
乳
幼
児
の
場
合

　

片
腕
に
う
つ
ぶ
せ
に
し
て
乳
幼
児

を
乗
せ
、
手
の
ひ
ら
で
顔
を
支
え
ま

す
。
頭
を
身
体
よ
り
低
く
し
て
、
も

う
一
方
の
手
で
背
中
の
真
ん
中
を
強

く
た
た
き
ま
す
。
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標語とポスターの部でみごと入選
国保健康作品コンクール

　道民の健康に対する意識の向上を図ることを目
的として北海道国民健康保険団体連合会主催によ
る健康の保持増進に関する作文・ポスター・標語
コンクールが行われました。全道から元気あふれ
る作品1,117点の応募があり、せたな町から標語の
部とポスターの部で見事入選し、高橋町長から賞
状と記念品が渡されました。
■標語の部 [入選作品]
　『運動で　体力つけて　元気な子！』
　　北檜山小学校3年　吉野　迅　くん
■ポスターの部 [入選作品]
　『けんしんでけんこうかんり』
　　久遠小学校2年　古守　陽　ちゃん

「家庭でできる応急手当」の実技指導11/20

　11月20日（木）、北檜山子育て支援センターにお
いて「家庭でできる応急手当」の実技指導が行な
われ、吹雪の中、約20組の親子が参加しました。　
　当日は、せたな消防署の職員を講師に招き、子
供の死亡原因NO.1である窒息時の応急手当や心肺
蘇生法などの指導が行なわれました。最後に、消
防車への試乗体験サービスもあり、子供もお母さ
んも充実した楽しい時間を過ごしました。

北檜山子育て支援センター（北檜山区）

　寄贈者である楢崎由紀子さんは「病院を続けて
いければ一番良かったのですが、続けることが
できず、皆様にご迷惑をお掛けし本当に申し訳
なく思っています。この施設を地域のために役
立てていただくことが、亡き先代院長と夫の願
いでもあると思います。」と話されました。
　高橋町長は、「多大なるご厚意に心から感謝と
お礼を申し上げます。施設は地域の皆さんのた
めに有効活用させていただきます。」と感謝の意
を述べました。

旧楢崎医院の土地・建物
が町に寄付されました

地域の皆さまのために役立ててください

　１２月９日（火）、今年３月に閉院した瀬棚区の
旧楢崎医院の土地・建物が町に寄付されました。
　寄付されたのは、鉄筋コンクリート造４階建、
延べ床面積2,025㎡ の病院施設及び院長住宅の
ほか、床面積64㎡の木造平屋建の看護師住宅と、
それらの土地2,610㎡。
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こどもたちへ素敵な贈り物        12/1

長磯小学校に太鼓・和太鼓・バチ・三角鉄棒の寄付（大成区）

プラカードデザイン賞を受賞   11/29

 「ティーボール北の甲子園大会」で（北檜山区）

　11月29日（土）、札幌ドームで行なわれた「『赤
い羽根』ティーボール北の甲子園大会・イオンカッ
プ」に北檜山ラウドネスが出場し、プラカードデザ
イン賞を受賞しました。本大会は、障害者と小学
生の交流を目的に開催され今年で14回目。道内各
地の福祉施設や小学校などから、過去最多の79
チーム、約1,600人が参加しました。北檜山ラウド
ネスが受賞したプラカードデザイン賞は、お父さ
んの手作りで、製作に約3週間かけた力作。製作し
た尾野覚さんは「来年はベスト4入りを果たし、プ
ラカードデザイン賞と応援大賞のトリプル受賞を
目指したい」と意欲を燃やしていました。

 青色回転灯で防犯！                 12/5

個人車両へ初の装備

　青色回転灯をつけて町民の安全を守ろうと、せた
な地区地域安全活動推進委員連絡協議会（笠原誠作会
長）は12月5日（金）、せたな警察署で自主防犯パト
ロールの出動式を行いました。青色回転灯はこれま
で、せたな町、今金町の公用車にそれぞれ3台ずつ装
備されていましたが、個人車両への装備は今回が始
めて。出動式では、せたな地区防犯協会会長（高橋せ
たな町長）から地域安全活動推進委員12名に青色回
転灯が授与されたあと、笠原会長から「犯罪や事故の
ない安全で安心なまちづくりをめざし、それぞれの
地域で青色防犯パトロールを実施することを誓いま
す。」と宣言文が読み上げられました。

明星杯３年生室内サッカ�大会で３位  11/24

瀬棚・北檜山合同チームとして初出場

　11月24日（月）、函館市で行なわれた「第１４回明
星杯３年生室内サッカ�大会」において、せたな町
から出場した、せたなジュニアＦＣが予選リーグ
を１位通過し、11月30日（日）に行なわれた決勝
トーナメントで見事3位入賞を果たしました。
　せたなジュニアＦＣは「ＳＥＴＡＮＡ・ＩＳＯ
ＢＥ・Ｊｒ・ＦＣ」と「北檜山サッカースポーツ
少年団」の合同チームで、３年生は合同チームで大
会に出場したのは今回が初めてでしたが、見事な
チームワークで大健闘しました。

　１２月1日（月）、長磯小学校において㈱折谷組（函
館市）からの寄贈品贈呈式が行われました。現在、
大成区長磯地区にある横澗トンネルの補修工事を
行っている折谷組から、「片側通行等で区民の皆様
にご不便をかけ、またご協力をいただいているこ
とから、なにか恩返しがしたい」との思いから夏は
海水浴場の清掃、そしてこのたび長磯小学校の児
童に太鼓・和太鼓・バチ・三角鉄棒が贈られまし
た。児童は、「体育館には鉄棒がないのでとても嬉
しいです」「太鼓をたたいたことがないので早くた
たいてみたいです」「工事でケガをしないように頑
張ってください」とお礼の言葉を述べました。
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・だ・よ・り

　せたな町内各中学校・高等学校において、生涯学習推進講座が行われました。
　この事業は、中高生が自分の生活に関する諸課題解決のために適切な知識を習得することや青少年の健
全育成活動を促進する目的から行われています。今年度は下記の学校で行われました。

生涯学習推進講座（青少年健全育成分野）

瀬棚商業高等学校瀬棚中学校大成中学校

１２月９日１１月２５日１０月３０日開催日

夢達成の成功の法則ケータイ安全教室性教育講座講座名

混沌とした時代背景において子ど
も達はどのように進路の選択や生
き方を見出し自立・充実した人生
を送ることができるかを学ぶ

最近急速に普及している　携帯電
話の利用に関する正しい知識やマ
ナーを学ぶ

思春期にある子ども達を　対象に
「性」に関する大切な価値観を身
に付けるため

内容

㈱ラッキーピエログループ
　　代表　王　一郎　氏

㈱ＮＴＴドコモ北海道支社
　　社員　宮田　亜矢　氏

八雲総合病院
　助産師・思春期保健相談士

　　貴田　記子　氏
　産婦人科小児科病棟看護師

　　川村　勝枝　氏

講師

■特認校とは
　通学する区域をなくし、町内どこの地域からも馬場
川小学校に入学できる制度です。

■入学対象児童
　入学の対象となる児童は、４月の入学予定者を含め、
町内に在住している児童です。

※１２月１日現在、全校児童数
は９名（３名が校区外から通
学）、学級数は、２・３年生、
５・６年生の２学級です。〈保護者の声〉●子ども一人一人を大切にし、きめ

細かく指導して頂けるので、感謝しています。●
子ども自身が友達と一緒に考え、話し合い、助け合
うことを学び成長しました。●いろいろな体験活
動を通して、以前よりも積極的になりました。

せたな町立馬場川小学校◆特認校◆
平成２１度　入学生募集

■問合せ・申込み先
・教育委員会学校教育係　殺0137-84-5111
・馬場川小学校　殺0137-87-2081

特認校見学説明会平成２１年２月６日（金）午後１時１５分〜３時

プププププププププププ
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二
〇
〇
八
年
が
明
け
て
一
ヶ
月
が

過
ぎ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
昨
年
の

異
常
な
少
雪
暖
冬
に
続
き
、
今
冬
も

同
傾
向
の
よ
う
で
灯
油
高
か
ら
歓
迎

も
さ
れ
る
の
で
す
が
、
あ
る
程
度
冬

は
雪
が
な
い
と
不
都
合
な
面
も
多
々

あ
る
こ
と
も
事
実
で
す
。
地
球
温
暖

化
が
危
惧
さ
れ
、
全
世
界
的
な
防
止

対
策
が
緊
喫
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま

す
。
昨
年
、
世
界
の
科
学
者
た
ち
に

よ
る
「
気
候
変
動
に
関
す
る
政
府
間
パ

ネ
ル
（
Ｉ
Ｐ
Ｃ
Ｃ
）」
の
報
告
書
は

「
温
暖
化
の
原
因
が
人
間
活
動
で
あ
る

可
能
性
は　

％
以
上
。
今
後
も
温
暖

９０

化
は
進
む
が
、
対
策
を
強
化
す
れ
ば

深
刻
な
影
響
を
回
避
す
る
こ
と
は
で

き
る
」
と
提
言
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
七
月
開
催
さ
れ
る
「
北
海
道
洞

爺
湖
サ
ミ
ッ
ト
」
は
、
地
球
温
暖
化
防

止
を
主
テ
ー
マ
と
し
て
い
ま
す
。
先

進
国
首
脳
を
は
じ
め
と
し
、
各
国
政

府
関
係
者
、
報
道
機
関
、
警
備
関
係
者

等
々
膨
大
な
数
の
人
々
の
来
道
が
予

測
さ
れ
、
道
内
へ
の
経
済
効
果
も
試

算
さ
れ
る
な
ど
、
道
内
外
か
ら
の
期

待
も
大
き
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。
道

と
し
て
も
サ
ミ
ッ
ト
道
民
会
議
（
会
長

高
橋
は
る
み
知
事
）
を
立
ち
上
げ
、
各

国
首
脳
と
の
交
流
事
業
「
未
来
へ
の

夢
、
世
界
と
の
絆
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

に
道
内
二
十
市
町
村
が
二
十
六
事
業

を
提
案
、
サ
ミ
ッ
ト
開
催
へ
向
け
本

格
的
に
始
動
し
て
い
ま
す
。

　

地
球
温
暖
化
を
も
た
ら
す
温
室
効

果
ガ
ス
排
出
削
減
に
実
効
性
を
持
た

す
た
め
、
十
年
前
に
採
択
さ
れ
た
「
京

都
議
定
書
（
気
候
変
動
枠
組
み
条
約
）
」

の
達
成
が
難
し
い
国
際
状
況
も
あ
り

ま
す
が
、
「
温
暖
化
」
を
人
ご
と
と

思
っ
て
い
る
人
は
少
な
く
な
っ
て
お

り
、
世
論
調
査
で
も
九
割
以
上
の
人

が
「
生
活
習
慣
の
改
革
」
が
必
要
と
考

え
て
い
ま
す
。

　

洞
爺
湖
サ
ミ
ッ
ト
開
催
を
単
な
る

祭
り
事
に
終
え
る
こ
と
な
く
、
豊
か

な
自
然
と
食
を
売
り
と
す
る
北
海
道

の
未
来
の
た
め
環
境
保
全
、
温
暖
化

防
止
を
全
世
界
に
発
信
し
、
各
人
が

日
常
身
近
に
考
え
、
行
動
す
る
機
会

と
考
え
た
い
。

プププププププププププ

リリリリリリリリリリリ

ズズズズズズズズズズズ
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中
国
に
「
烏
兎
匆
々
（
う
と
そ
う
そ

う
：
太
陽
に
は
三
本
足
の
鳥
、
月
に
は

兎
が
住
む
）
と
い
う
伝
説
が
あ
り
、
転

じ
て
、
歳
月
が
慌
た
だ
し
く
過
ぎ
去
る

例
え
で
す
平
成　

年
は
正
に
慌
た
だ
し

２０

い
一
年
で
し
た
。

　

死
者
・
行
方
不
明
８
万
人
超
と
い
う

未
曾
有
の
被
害
を
も
た
ら
し
た
「
四
川

大
地
震
」、
地
球
温
暖
化
へ
の
対
応
を

テ
ー
マ
と
し
た
「
Ｇ
８
北
海
道
洞
爺
湖

サ
ミ
ッ
ト
」、
国
際
的
な
原
油
の
高
騰
、

　

年
に
一
度
と
言
わ
れ
る
金
融
危
機
、

１００出
口
の
見
え
な
い
景
気
の
後
退
等
々
、

明
る
い
ニ
ュ
ー
ス
と
し
て
は
北
京
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
や
大
リ
ー
グ
で
の
日
本
人
選

手
の
活
躍
、
ノ
ー
ベ
ル
賞
で
の
四
人
の

受
賞
等
が
特
筆
さ
れ
ま
す
。

　

し
か
し
、
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
、

年
金
、
福
祉
、
教
育
問
題
を
は
じ
め
緊

急
を
要
す
る
景
気
、
雇
用
対
策
の
遅
れ

等
々
、
迷
走
す
る
政
局
に
翻
弄
さ
れ
て

い
る
国
政
へ
の
苛
立
ち
は
否
め
ま
せ

ん
。

　

来
年
の
干
支
（
え
と
）
は
牛
（
丑
）、

牛
に
ま
つ
わ
る
故
事
、
諺
で
「
牛
耳
る
」

が
よ
く
知
ら
れ
て
お
り
、「
首
領
と

な
っ
て
、
人
や
組
織
を
意
の
ま
ま
に
操

縦
す
る
」（
広
辞
苑
）と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

国
政
の
舵
取
り
役
と
し
て
国
民
の
支

持
を
基
に
強
力
な
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を

発
揮
し
、
人
心
を
安
寧
す
る
優
れ
た
為

政
者
を
誰
し
も
が
嘱
望
す
る
昨
今
で

す
。
し
か
し
、
杞
憂
で
あ
れ
ば
幸
い
で

す
が
、
過
去
の
歴
史
の
教
訓
を
し
て
明

ら
か
な
よ
う
に
、
大
政
翼
賛
的
時
勢
の

現
出
は
危
惧
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

金
融
危
機
に
よ
る
景
気
の
後
退
、
企

業
の
倒
産
、
雇
用
削
減
等
に
よ
り
閉
塞

感
益
々
増
大
し
て
い
る
中
、
取
り
分

け
、
現
役
世
代
が
子
育
て
や
将
来
へ
の

希
望
を
持
っ
て
日
々
働
き
、
生
き
て
い

く
こ
と
の
出
来
る
世
の
中
を
希
求
す
る

ば
か
り
で
す
。

　

明
く
る
年
が
皆
様
に
と
っ
て
幸
多
か

ら
ん
こ
と
を
心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ

ま
す
。
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生・涯・学・習 

第３回せたな町子連
「子どもかるた大会」のお知らせ
●開催日／平成２１年１月１１日（日）
●時　間／開会式　午前９時
　　　　　競技開始　午前９時３０分
●場　所／せたな町民体育館

■問い合わせ先
教育委員会生涯学習課　殺0137-84-5111

2009せたなCUP雪合戦大会
第２１回昭和新山国際雪合戦渡島檜山予選会
北海道雪合戦連盟選手権大会　予選会

●開催日／平成２１年２月１日（日）
●時　間／開会式　午前９時
●申込締切／1月２３日（金）まで
●場　所／温泉ホテルきたひやま前特設開場

■問い合わせ先
実行委員会事務局　阪井・三浦　殺0137-84-5111
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ご
利
用
く
だ
さ
い　
　
　
        

北
檜
山
職
業
相
談
室
で

の
取
り
扱
い
に
つ
い
て

　

雇
用
保
険
受
給
手
続
か
ら
認

定
・
給
付
ま
で
、
ご
本
人
の
申
し

出
に
よ
り
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
八
雲

で
受
付
が
で
き
ま
す
の
で
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
函
館
・
北
檜

山
職
業
相
談
室
へ
の
１
月
の
職

員
派
遣
日
は
次
の
と
お
り
で

す
。
大
成
区
の
方
の
管
轄
は
江

差
出
張
所
で
す
。

●
派
遣
日
時

・
１
月
７
日
昌
午
前
9
時
〜
午
後
５
時

・
１
月　

日
昌
午
前
9
時
〜
午
後
５
時

１４

・
１
月　

日
昌
午
前
9
時
〜
午
後
５
時

２１

問
合
せ　

北
檜
山
職
業
相
談
室

　

殺
0
1
3
7
・
8
4
・
5
7
2
4

問
合
せ　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
八
雲

　

殺
0
1
3
7
・
6
2
・
2
5
0
9

問
合
せ　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
江
差

　

殺
0
1
3
9
・
5
2
・
0
1
7
8

ご
利
用
く
だ
さ
い　
  　
         

精
神
保
健
相
談
（
心
の
健
康

相
談
）
の
実
施
に
つ
い
て

　

八
雲
保
健
所
で
は
、
心
理
的

負
担
の
軽
減
（
解
消
）
と
精
神
疾

患
の
予
防
を
図
る
た
め
精
神
障

が
い
者
や
家
族
を
含
む
一
般
住

民
の
精
神
保
健
及
び
同
障
が
い

者
福
祉
に
関
す
る
相
談
を
実
施

し
ま
す
。
相
談
は
、
事
前
予
約

制
で
す
。

●
日
時
／
１
月　

日
昭

１５

　

午
後
１
時　

分
〜
３
時

３０

●
場
所
／
八
雲
保
健
所
今
金
支
所

●
相
談
員
／
精
神
科
医
師
又
は

心
理
相
談
員

問
合
せ　

八
雲
保
健
所
健
康
推
進
課

　

殺
0
1
3
7
・
6
3
・
2
1
6
8

ご
確
認
く
だ
さ
い　
　
　
         

　

平
和
祈
念
事
業
特
別
基
金
で

は
、
い
ま
だ
請
求
さ
れ
て
い
な

い
引
揚
者
、
恩
給
欠
格
者
、
戦

後
強
制
抑
留
者
の
「
ご
本
人
」

に
、「
特
別
慰
労
品
」
を
贈
呈
し

て
い
ま
す
（
ご
遺
族
の
方
は
対

象
と
は
な
り
ま
せ
ん
）。
請
求

期
限
は
平
成　

年
３
月　

日
ま

２１

３１

で
で
す
。
未
請
求
の
方
は
、
早

急
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　
　

平
和
記
念
事
業
特
別
基
金

（独）

　

殺
0
1
2
0
・
2
3
4
・
9
3
3

ご
利
用
く
だ
さ
い　
　
　
         

中
小
・
小
規
模
企
業
を
全

力
を
あ
げ
て
応
援
し
ま
す

●
緊
急
保
証
の
対
象
業
種
を　
６１８

業
種
に
拡
大
し
ま
し
た
。

●
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
貸
付

は
、
業
種
を
問
わ
ず
利
用
可
能

で
す
。

問
合
せ　

北
海
道
経
済
産
業
局
産

業
部
中
小
企
業
課

　

殺
0
1
1
・
7
0
9
・
2
3
1
1

　

U
RL:http://w

w
w
.hkd.m

eti.go.jp/index.htm

ご
利
用
く
だ
さ
い　
　
   　
    

季
節
労
働
者
の
皆
様
の
通

年
雇
用
を
応
援
し
ま
す

●
通
年
雇
用
化
意
識
啓
発
セ
ミ
ナ
ー

　

季
節
労
働
者
の
皆
様
に
、
今

後
の
職
業
選
択
な
ど
に
つ
い
て

ア
ド
バ
イ
ス
を
行
う
と
と
も

（有料広告）

「
特
別
慰
労
品
」
贈
呈

の
受
付
が
終
了
し
ま
す
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戸籍の窓口
（１１月１日〜１１月３０日届出）

　この欄に掲載をしている方は、本人または

ご家族の了解を得ています。

人口と世帯

１１月末現在（前月比）

（−１１）10,２０９人人 口

（−５）4,８２４人男

（−６）5,３８５人女

（−７）4,６３６世帯世 帯

お誕生おめでとう 　　　　

○本井　 稔也  く  ん　（貴志）愛　知
じ ん や

○本多　 璃空  く  ん　（伸一）北檜山
り く

○岩坂　 奈津  ちゃん　（義信）徳　島
な つ

○ 印鑰 　 結人  く  ん　（  哲  ）元浦１区
いんやく ゆ う と

ご結婚おめでとう　　 　　

　黒澤　　誠 さん　豊　岡

　乾　美知子 さん　北檜山

　金子　　智 さん　豊　岡

　神野　晴代 さん　徳　島

おくやみ申し上げます 　　

○沼口　昭二 さん　（８１歳）小倉山

○平田　チヨ さん　（７８歳）若　松

○井口トミヱ さん　（７９歳）丹　羽

○稲船　恵子 さん　（４８歳）北檜山

○大口　英雄 さん　（７５歳）愛　知

○内田　昭代 さん　（６９歳）北檜山

○西井　吉郎 さん　（６４歳）本町３区

○関川ハツエ さん　（８６歳）島歌２区

○立花ミキヱ さん　（８４歳）本町４区

○加我　ツエ さん　（８９歳）元浦３区

○三浦ハツヱ さん　（96歳）宮　野

○大石　義明 さん　（77歳）　 都

○泉　　富春 さん　（９１歳）久　遠

灼

年金係からのお知らせ 　　　　                      　　

■問い合わせ先／函館社会保険事務所 殺 ０１３８-５６-１１６5
・本庁町民児童課戸籍年金係 [担当/尾野] 殺 0137-84-5111（内線１１３7）
・瀬棚総合支所総務税務課戸籍年金係 [担当/竹内] 殺 0137-87-3311（内線3115）
・大成総合支所町民福祉課戸籍年金係 [担当/栄田] 殺 01398-4-5511（内線２１５８）

新成人の皆さん、国民年金の加入手続
きをしましょう
　国民年金は、日本に住む２０歳から６０歳
までのすべての人が加入することになっ
ています。国民年金は、老後の生活を保
障するだけでなく、病気やケガで障害が
残ったときや、幼い子を残し夫に先立た
れたときの保証もあります。
　国民年金の被保険者は次の３種類です。

　第1号被保険者、第3号被保険者に該当する方は２０歳になったら
忘れずに加入手続きをしてください。
　２０歳の誕生月の前月に、社会保険事務所から送られてくる「国
民年金被保険者資格取得届」を社会保険事務所か町担当窓口に提
出してください。
※学生の方は保険料の納付を猶予する学生納付特例制度がありま
すので、希望の方は手続してください。
※20歳以前からお勤めで、厚生年金等に加入している方は、改め
て国民年金に加入する必要はありませんが、「国民年金被保険者
資格取得届」に勤務先等を記入して提出してください。
※第3号被保険者の方は「国民年金被保険者資格取得届」にその
旨を記入して提出してください。後日社会保険事務所から「国民
年金第3号被保険者資格届」が届きますので、配偶者の勤務先を通
じて手続をしてください。　　

灼

対象となる方国民年金被保険者の種類
自営業、学生など第１号被保険者
厚生年金保険や共済組合の加入者第２号被保険者
第2号被保険者に扶養されている配偶者第３号被保険者
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　　今年で２０年目！　

　　  北檜山ライオンズクラブ「もちつき会」
広報見聞録  

Koho - kenbunroku

　北檜山ライオンズクラブ（山下豊会長）は、一足早い正月気分を味

わってもらおうと、12月7日（日）、特別養護老人ホームきたひやま荘

で「もちつき会」を行いました。このもちつき会は、毎年この時期に

行っており、今年で20年目。会員20人が参加し、同荘の入所者や生活

支援ハウスの利用者ら約40人が見守る中、きねを振り上げ、もち米を

４升分つき上げました。もちは早速、あんこもちにして振る舞われ、

皆さん笑顔で味わっていました。

　同クラブは、使わなくなった眼鏡を回収し、発展途

上国の人たちに贈る「中古眼鏡のリサイクル」への

協力を呼び掛けています。途上国では眼鏡が手に入

りにくく、視力を矯正できず不便を強いられている

人が大勢いることから、“身近な国際貢献”として

取り組んでいます。回収する眼鏡は大人用や子供

用、近視や遠視、レンズの度数、サングラスも含

めどんな種類でもＯＫ。回収箱は、役場本庁や

北檜山郵便局、渡島信用金庫北檜山支店、北檜

山町農業協同組合金融店舗の４ヶ所に設置し

ています。

▼
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縁
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